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沖
縄
の
旧
盆

の
風
物
詩
・
エ

イ
サ
ー
。
旧
盆

明
け
の
最
初
の

週
末
に
は
、
県
内
各
地
の
青

年
会
が
沖
縄
市
に
集
結
す

る
。
勇
壮
な
太
鼓
の
音
や
、

真
剣
な
演
舞
が
胸
を
打
つ
夏

の
人
気
イ
ベ
ン
ト
だ
。

　

「
全
島
エ
イ
サ
ー
ま
つ

り
」
は
、
旧
盆
の
最
終
日
に

先
祖
を
あ
の
世
に
送
り
出
す

意
味
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、

最
近
で
は
旧
盆
の
期
間
中
毎

日
行
わ
れ
る
場
合
も
あ
る
。

今
か
ら
４
０
０
年
以
上
前
、

浄
土
宗
が
琉
球
に
伝
来
し
た

頃
に
広
ま
っ
た
念
仏
踊
り
を

起
源
と
し
、
沖
縄
独
自
の
ス

タ
イ
ル
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　

地
域
の
集
落
単
位
で
団
体

（
青
年
会
）
を
結
成
し
、
数

十
人
か
ら
多
い
と
こ
ろ
で
は

１
０
０
人
以
上
が
属
し
て
い

る
。
団
内
で
は
旗
頭
、
大
太

鼓
、
締
太
鼓
、
三
線
な
ど
で

構
成
さ
れ
る
。
中
で
も
京
太

郎
（
チ
ョ
ン
ダ
ラ
ー
）
は
白

塗
り
で
道
化
師
の
よ
う
に
客

を
盛
り
上
げ
つ
つ
も
、
周
り

を
見
て
冷
静
に
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
司
令
塔
な
ど
の
役
割

が
あ
る
。

　

今
沖
縄
は
、
辺
野
古
新
基

地
建
設
問
題
に
揺
れ
て
い

る
。
翁
長
知
事
の
意
志
を
継

ぐ
チ
ョ
ン
ダ
ラ
ー
を
見
守
り

た
い
。

協会紙を紹介する山城博治沖縄平
和運動センター議長（左）（撮影／フ
ォトジャーナリスト・新藤健一氏）

カヌーによる新基地抗議
行動（撮影／フォトジャ
ーナリスト・新藤健一氏）

定
例
会
見
で
子
ど
も
医
療
の
対

象
拡
大
を
表
明
す
る
竹
山
堺
市

長
＝
８
月
８
日
、
堺
市
庁
舎　

沖
縄
県
保
険
医
協
会
会
長　
　

仲
里　

尚
実

ポスター・署名　今号同封

た
。
た
ま
た
ま
三
上
知
恵
さ

ん
が
い
た
。「
標
的
の
村
」

「
戦
場
の
止
み
」
の
監
督

だ
。
最
新
作
の
「
沖
縄
ス
パ

イ
戦
史
」
の
上
映
協
力
依
頼

が
あ
り
、
私
と
前
日
に
会
っ

た
ば
か
り
で
あ
る
。
東
京
出

身
で
も
う
20
年
以
上
沖
縄
に

住
ん
で
い
る
。
笑
顔
で
テ
ン

ト
村
の
常
駐
住
人
と
お
し
ゃ

べ
り
を
し
て
い
る
。

　

私
は
少
々
反
省
し
た
。
平

和
と
民
主
主
義
を
守
る
闘
い

の
最
前
線
に
い
る
人
た
ち
は

皆
明
る
い
。
特
に
沖
縄
で
は

そ
う
だ
。
５
カ
月
も
拘
留
さ

れ
た
ゲ
ー
ト
前
指
導
者
の
山

城
博
治
さ
ん
も
今
は
講
演
で

全
国
を
飛
び
回
っ
て
い
る
。

　

沖
縄
県
保
険
医
協
会
は
毎

年
総
会
決
議
で
「
普
天
間
基

地
の
即
時
撤
去
、
辺
野
古
新

基
地
建
設
反
対
」
を
掲
げ
て

い
る
。
沖
縄
県
民
の
命
と
暮

ら
し
、
尊
厳
を
守
る
立
場
か

ら
、「
沖
縄
協
会
有
志
の

会
」
を
４
年
前
と
同
様
に
立

ち
上
げ
、
こ
の
方
針
を
明
確

に
し
た
玉
城
氏
を
押
し
上
げ

た
い
。
全
国
の
保
険
医
協
会

・
有
志
に
訴
え
た
い
。
沖
縄

の
苦
難
の
闘
い
は
ま
だ
続

く
。
皆
さ
ん
の
連
帯
と
支
援

が
不
可
欠
だ
。

　

米
軍
新
基
地
建
設
現
場
の

辺
野
古
・
大
浦
湾
の
貴
重
な

自
然
を
紙
上
写
真
展
で
紹
介

し
た
協
会
機
関
紙
夏
季
特
集

号
（
８
月
15
日
付
）
が
、
現

地
で
大
き
な
反
響
を
呼
ん
で

い
る
。
辺
野
古
で
２
０
０
０

部
を
配
布
す
る
と
、
８
月
22

日
に
は
市
民
グ

ル
ー
プ
が
県
庁

を
訪
れ
、
同
紙

を
提
出
し
て
埋

め
立
て
承
認
の

即
時
撤
回
を
迫

っ
た
。
新
基
地

反
対
運
動
の
力

に
な
っ
て
い

る
。

と
明
る
く
語
る
。
機
動
隊
が

排
除
に
来
る
と
道
路
の
反
対

側
に
彼
は
移
り
、
ハ
ン
ド
ス

ピ
ー
カ
ー
で
座
り
こ
み
部
隊

を
励
ま
す
。
最
近
ま
で
機
動

隊
員
は
道
路
を
渡
り
、
す
ぐ

に
彼
を
拘
束
し
た
。
拘
留
さ

れ
た
こ
と
も
あ
る
。

　

続
い
て
テ
ン
ト
村
に
行
っ

孫
）
と
出
会
っ
た
。
彼
は
週

２
日
、
ゲ
ー
ト
前
に
座
り
込

み
、
市
民
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
奮
闘
し
て
い
る
。「
午
前

中
に
２
回
、
砂
利
積
載
ダ
ン

プ
が
入
っ
て
行
っ
た
。
機
動

隊
に
い
つ
も
の
ご
と
く
市
民

は
排
除
さ
れ
た
が
、
最
近
私

は
拘
束
さ
れ
な
く
な
っ
た
」

が
、
翁
長
知
事
が
つ
く
り
上

げ
た
「
オ
ー
ル
沖
縄
」
の
力

を
結
集
し
辺
野
古
埋
め
立
て

を
阻
止
す
る
と
い
う
決
意
を

語
っ
た
。
誰
も
め
げ
て
は
い

な
い
。
参
加
者
は
熱
気
を
放

っ
て
い
た
。
８
月
29
日
に

は
、
玉
城
デ
ニ
ー
氏
が
「
オ

ー
ル
沖
縄
」
の
候
補
と
し
て

国
・
安
倍
政
権
が
強
権
と
策

略
で
こ
れ
を
潰
し
に
か
か
る

こ
と
は
目
に
見
え
て
い
る
。

だ
が
、
闘
う
県
民
は
「
腹
を

括
っ
た
」。
し
か
し
、
途
端

に
翁
長
知
事
「
急
逝
」
と
の

衝
撃
の
ニ
ュ
ー
ス
が
８
月
８

決
ま
り
、
沖
縄
県
知
事
選
勝

利
へ
の
準
備
も
整
っ
た
。

　

先
日
の
午
後
、
３
カ
月
ぶ

り
に
辺
野
古
を
訪
れ
た
。
大

阪
か
ら
来
た
卒
後
２
年
目
研

修
医
を
案
内
し
な
が
ら
で
あ

っ
た
。
ゲ
ー
ト
前
で
瀬
長
和

男
さ
ん
（
瀬
長
亀
次
郎
の

　

「
翁
長
知
事
が
辺
野
古
埋

め
立
て
承
認
の
撤
回
に
向
け

た
手
続
き
を
取
る
」
と
の
記

者
会
見
の
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び

込
ん
で
き
た
。
県
民
に
は
待

ち
に
待
っ
た
知
事
の
「
撤
回

宣
言
」
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん

　患者負担増反対、医療改善を
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は別途送付いたします。

日
に
沖
縄
中
に
流
れ
た
。

　

そ
の
３
日
後
の
11
日
、
辺

野
古
埋
め
立
て
に
反
対
す
る

県
民
集
会
が
開
催
さ
れ
、
台

風
の
影
響
で
の
小
雨
降
り
続

く
中
、
７
万
人
の
県
民
が
結

集
し
た
。
私
も
「
沖
縄
県
・

保
険
医
協
会
」
の
ブ
ル
ー
の

待合室キャンペーン

連
帯
と
支
援
が
不
可
欠

　

会
員
の
先
生
方
に
は
日
頃

か
ら
協
会
活
動
に
ご
協
力
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
ま
た
、
大
阪
北
部
地

震
お
よ
び
西
日
本
豪
雨
災
害

で
被
害
に
遭
わ
れ
た
先
生
方

に
改
め
て
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

今
年
４
月
の
診
療
報
酬
改

定
で
は
、
僅
か
な
が
ら
本
体

プ
ラ
ス
改
定
を
実
施
さ
せ
、

保
団
連
・
保
険
医
協
会
の
改

善
要
望
が
一
部
で
実
現
し
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
医
療
、
介
護
、

年
金
、
生
活
保
護
な
ど
の
社

会
保
障
全
体
を
見
れ
ば
、
第

２
次
安
倍
政
権
発
足
以
来
、

社
会
保
障
費
の
自
然
増
を
５

０
０
０
億
円
程
度
に
抑
え
る

と
い
う
基
本
方
針
の
も
と
、

削
減
あ
り
き
の
社
会
保
障
大

改
悪
が
実
行
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
間
、
医
療
・
介
護

で
は
、
保
険
料
ア
ッ
プ
と
窓

口
・
利
用
料
負
担
増
が
車
の

両
輪
と
し
て
押
し
進
め
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
年
１
兆
円
程

度
だ
っ
た
社
会
保
障
の
自
然

増
は
、
18
年
度
で
６
３
０
０

億
円
に
ま
で
圧
縮
さ
れ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
歯
科
医
療
の

現
場
に
格
差
と
混
乱
を
持
ち

込
み
、
医
療
機
関
の
経
営
を

危
う
く
し
て
い
る
の
は
、
ま

さ
に
こ
う
し
た
予
算
削
減
あ

り
き
の
社
会
保
障
改
悪
で

す
。

　

今
年
５
月
、
政
府
が
２
０

４
０
年
に
社
会
保
障
費
が
１

９
０
兆
円
に
な
る
と
発
表

し
、
マ
ス
コ
ミ
各
社
が
大
々

的
に
報
道
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
試
算
の
根
拠
を
見
る
と

「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
５
０
０
兆
円
か

ら
８
０
０
兆
円
に
急
増
し
、

現
在
31
万
円
の
平
均
月
給
が

50
万
円
に
な
る
」
な
ど
、
前

提
が
あ
ま
り
に
も
不
自
然
で

す
。
安
倍
政
権
は
、
あ
り
え

な
い
数
字
で
世
論
を
ミ
ス
リ

ー
ド
し
、
社
会
保
障
削
減
や

消
費
増
税
を
実
行
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
来
年
は
一
斉
地

方
選
挙
と
参
議
院
選
挙
が
あ

り
ま
す
。
患
者
負
担
軽
減
や

医
療
改
善
を
願
う
国
民
・
患

者
世
論
を
結
集
し
、
安
倍
政

権
に
突
き
付
け
る
事
で
、
改

悪
を
阻
止
で
き
ま
す
。

　

患
者
署
名
と
、
医
療
改
悪

の
内
容
を
分
か
り
や
す
く
知

ら
せ
る
ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
を
お

手
元
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

２
つ
を
同
時
に
取
り
組
む
こ

と
で
、
よ
り
多
く
の
患
者
さ

ん
の
声
を
集
め
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

で
６
割
の
市
町
村
が
、
助
成

の
対
象
を
15
歳
年
度
末
ま
で

と
し
て
い
る
。
対
象
の
拡
大

は
全
国
で
進
ん
で
お
り
、
対

象
を
18
歳
年
度
末
ま
で
と
す

る
市
町
村
は
３
割
に
迫
る
。

ま
た
、
窓
口
負
担
を
無
償
と

政
令
市
初

　

所
得
制
限
な
し
で
18
歳
年

度
末
ま
で
入
・
通
院
と
も
に

助
成
す
る
の
は
政
令
市
で
は

初
め
て
と
な
る
。
協
会
は
、

こ
れ
ま
で
子
ど
も
医
療
費
助

成
の
拡
充
を
求
め
て
き
た
。

17
年
堺
市
長
選
挙
時
に
は
医

科
協
会
と
と
も
に
竹
山
市
長

と
懇
談
し
、
18
歳
年
度
末
ま

で
の
対
象
拡
大
と
窓
口
負
担

の
無
償
化
を
求
め
た
。
竹
山

市
長
は
、
要
望
を
受
け
、
同

助
成
の
18
歳
年
度
末
ま
で
の

対
象
拡
大
を
公
約
に
掲
げ
て

３
選
を
果
た
し
た
。
定
例
会

見
で
は
公
約
実
現
に
向
け
開

始
時
期
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

厚
労
省
調
査
で
は
、
全
国

　

竹
山
修
身
堺
市
長
は
８
月

８
日
、
定
例
会
見
で
２
０
１

９
年
４
月
か
ら
子
ど
も
医
療

費
の
助
成
対
象
を
15
歳
年
度

末
か
ら
18
歳
年
度
末
に
拡
充

す
る
こ
と
を
表
明
し
た
。
９

月
議
会
で
可
決
さ
れ
る
見
通

し
。

小澤力理事長が呼びかけ

　

安
倍
政
権
が
医
療
・
介
護
を
含
め
た
社
会
保
障
改
悪
を

打
ち
出
す
中
、
協
会
・
保
団
連
は
誰
も
が
安
心
し
て
医
療

に
か
か
れ
る
よ
う
「
患
者
負
担
増
反
対
、
医
療
改
善
を
求

め
る
待
合
室
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
小

澤
力
理
事
長
が
ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
の
活
用
と
患
者
署
名
へ
の

協
力
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

翁
長
雄
志
沖
縄
県
知
事
の
急
逝
に
と
も
な
う
知
事
選
が
13

日
告
示
、
30
日
投
開
票
で
実
施
さ
れ
る
。
沖
縄
の
思
い
を
県

保
険
医
協
会
・
仲
里
尚
実
会
長
に
特
別
寄
稿
し
て
も
ら
っ
た
。

高
卒
に
助
成
拡
充

協
会
の
要
請
実
る

協
会
紙
が
基
地
反
対
の
力
に

堺　　　市
子ども医療

す
る
市
町
村
も
６
割
を
超

え
、
増
え
続
け
て
い
る
。
一

方
、
大
阪
府
内
で
は
、
15
歳

年
度
末
ま
で
が
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
に
は
な
り
つ
つ
あ
る
が
、

窓
口
負
担
を
無
償
化
し
た
市

町
村
は
な
い
。

腕
章
を
つ
け

て
参
加
し

た
。
す
べ
て

の
登
壇
者

特

寄

別

稿

今
の沖

縄

　保険請求のご相談や年金・休
業保障制度のお問い合わせは直
通番号をご利用ください。
社保研究部  06-6568-7467
共　済　部  06-6568-7438

協会直通番号のご案内


